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1 はじめに

コロケーションとは習慣的に用いられる自然な語の

組み合わせである [1]．コロケーションを網羅的に収集

することによって，文章の推敲や校正を自動的に行う

ための資源としての用途が考えられる [2]．ある動詞に

対して共起する語との自然な語の組み合わせを動詞コ

ロケーションという．例えば｛聞く｝は数多くの語と

共起するが，その中でも｛澄まし，て，聞く｝は自然

な語の組み合わせである．また，｛澄まし,て,聞く｝は

｛耳,を｝が先行する場合が多いように，いくつかの語

の連なりに対して周辺語句が限定される場合，その語

の組み合わせはひとまとまりの動詞句として考えられ

る．｛耳,を,澄まし,て,聞く｝は｛じっと，耳，を，澄ま

し，て，聞く｝のように，ある動詞句に対して共起する

語との自然な組み合わせも存在する．よって，動詞コ

ロケーションは語と語の共起関係だけでなく，語と句

の共起関係も収集すべきである．そこで本稿では，動

詞コロケーションを段階的に獲得する手法を提案する．

2 関連研究

園田らは Stubbsの英語コロケーションの分類基準を

日本語に適用させたコロケーション抽出を行った [1]．

日本語と英語の違いとして，日本語は意味が語順では

なく格助詞に依存して決定することから，自立語間の

共起確率を用いて日本語コロケーション抽出をしてい

る．しかし，2つの自立語間の共起確率しか捉えてい

ないため動詞句｛耳,を,傾け,て,聞く｝を抽出するこ

とができない．

新納らは 2 単語間の結合度を測る自己相互情報量

(Pointwise Mutual Information, PMI)を拡張し，｛かた

ず,を,飲む｝などの｛名詞，助詞，動詞｝で構成され

ている動詞句の抽出を行った [3]．PMI値の高い組み合

わせは，語と語が同時に出現しやすいとができる [5]．

しかし，4単語以上で構成されている動詞句も存在す

るため，動詞句を構成する語数に囚われない動詞句の

獲得手法が必要である.
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3 動詞コロケーションの段階的獲得
3.1 提案手法の概要

動詞コロケーションを抽出するために，語と語の結

合力が強い組み合わせを動詞句として獲得する．しか

し，動詞句はいくつかの語の組み合わせであり，動詞

句を構成する語数が明確でない．そこで，結合力の強

い 2，3語の組み合わせに対して高い確率で先行後続す

る語は，その組み合わせの一部である可能性が高いこ

とから，2，3語の動詞句から段階的に構成語を追加し

動詞句を獲得する．獲得した動詞句を対して先行する

語の品詞情報を用いてコロケーション抽出する手法を

提案する．

3.2 動詞句の獲得

語と語の結合力を測る尺度として，新納らは PMIに

基づく手法を提案している [3]．2つの要素 x, yに対し

て，PMIは式 (1)で定義される [5]．

PMI(y, z) = log2
P (y, z)

P (y)P (z)
(1)

P (y, z) は要素 y と z が同時に出現する確率，P (y)，

P (z)はそれぞれ要素 y，zが出現する確率である．PMI

値が正のとき，y と z が同時に出現しやすいことを示

し，負のときは同時に出現しにくいこと示す．しかし，

式 (1)の 2単語間の結合力だけでは 3単語で構成されて

いる動詞句の結合力を測れない．そのため (x, y, z)で

出現している場合，yzをひとまとまりの語であると仮

定し，先行する語 xと yzの結合力を測る式を式 (2)で

定義する．

PMI(x, yz) = log2
P (x, yz)

P (x)P (yz)
(2)

xは動詞句 (y,z)に先行する語であり，yz は動詞句で

ある．(y, z)に対して先行する語 xとの結合力を測るこ

とにより，｛念,を,覚える｝などの動詞句の結合力が強

くなると考えられる．この式 (2)を用いて trigramの

PMI値を算出し，式 (1)で算出した bigramの PMI値

と比較する．PMI値が 1以上の組み合わせを抽出し，

比較した結果の一部を表 1に示す．

表 1から，bigramの方が trigramより PMI値が高

い場合，bigramの動詞句である可能性が高く，trigram

の方が bigramより PMI値が高い場合は，trigram以
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表 1: 動詞 bigramと動詞 trigramの比較
動詞句 yz PMI値 動詞句 xyz PMI値

習う覚える 8.874 > を習う覚える 3.434

はっきり覚える 6.755 > ははっきり覚える 2.259

を覚える 4.082 > だけを覚える 2.142

悪寒を覚える 10.545

を覚える 4.082 < 快感を覚える 10.472

念を覚える 7.372

上で構成されている動詞句である可能性が高いと考え

られる．

獲得した trigramを対象に，どこからどこまでが動

詞句かを段階的に調査する．動詞句 (s)の構成要素を

wi...wjと仮定し，sの構成要素数を length(s)とする．s

に対してwi−1が一定の確率で共起する場合，length(s)+

1以上で構成されている動詞句であると考えられ，sの構

成要素を wi−1...wj とし，sに対して wi−2を調査する．

s に対して wi−1 が一定の確率未満の場合，length(s)

で構成されている動詞句として扱う．この処理をすべ

ての動詞句を獲得するまで続ける．後続する語wj+1に

対しても同様の処理をし，動詞句 sを獲得する．この

処理を用いて獲得した動詞句の一部を表 2に示す．

表 2: 動詞句 (trigram)として抽出した語句の一部
胸が騒ぐ 肩を並べて歩く 犬馬の労をつくす

腹を満たす 飛ぶ鳥を落とす 合槌を打つ

ひとたまりもない の目を盗む 耳を澄まして聞く

群を抜く 神経衰弱にかかる 影も形も見せるない

今も覚えるている の念を覚える 矢も盾もたまるぬ

3.3 動詞コロケーションの抽出

動詞コロケーションを抽出する際，動詞，動詞句に

先行する語の品詞を定める．動詞，動詞句に先行する

語の品詞を調査した結果，｛名詞,助詞｝｛副詞｝｛名詞,

助詞,助詞｝｛名詞｝｛接頭詞｝｛動詞｝｛形容詞｝の品詞

の組み合わせがコロケーションであると判断した．｛名

詞｝｛動詞｝｛形容詞｝｛副詞｝は独立して意味を持ち，

動詞に対し先行しやすい語であるため獲得すべきであ

り，｛接頭詞｝は自立語に前接して全体で一語を形成し

て文法的特徴を加える役割を持っているため獲得すべ

きである．動詞コロケーションとして，獲得した動詞

句と動詞句に先行する定めた品詞との組み合わせを抽

出した．

4 実験結果と考察

提案手法を用いて青空文庫コーパス [4]の 2, 526, 860

文を使用し，動詞コロケーションの獲得を行った．動詞

句の獲得の際，動詞句 (wi...wj)に対して先行後続する

語の出現確率の閾値は 90%とし，bigramは 1, 681語，

trigramは 22, 634語，4gram以上は 660語，すべて合

わせて 24, 975語の動詞句を獲得した．これらの動詞句

に対し，品詞情報を用いてコロケーションを抽出した．

抽出したコロケーションの一部を表 3に示す．

表 3: 獲得したコロケーションの一部
覚える よく覚える 不安を覚える の念を覚える の情を覚える

ハッキリ いろいろ まだ 尊敬 憤懣

情を 不思議に 将来に対する 後悔 嫌悪

念を 顔を 急に 同情 反撥

不安を 最も 仕事に 感謝 安心

礼儀も 時は 一種の 憎悪 恋慕

評価方法として，青空文庫コーパス [4]から無作為に

選択した 1000文に対して獲得した動詞コロケーション

を抽出した．正解データはコロケーション辞典 [6]に記

載されている語の組み合わせとした．抽出された動詞

コロケーションを正解データを用いて評価した結果が

表 4である．

表 4: 提案手法の抽出精度
ngram 正解率

bigram 58%

trigram 64%

ngram(n>3) 38%

trigramの正解率が 64%と有効性が確認できた．言

い回しとして正解であるコロケーションも辞書に記載

されていないために不正解となった表現があったため

と考えられる．「犬馬の労をつくす」は「犬馬の労をと

る」と記載されており，出現していない語の組み合わ

せを獲得できないため不正解となった．

5 まとめ
本研究では，入れ子構造に着目した動詞コロケーショ

ンの段階的獲得手法を用いることで，確率的に動詞句
を獲得でき，動詞コロケーションを抽出することがで
きた．段階的に獲得することにより，動詞句の構成語
数に囚われない抽出の有効性を示すことができた．
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